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　Abstract : In the forcing of sweet potatoes the coloring of tuberous roots･is one of the most

important marketable value ｅχcept for size and shape. However we have had no data concerning

the red color formation as related to　the external and internal factors in sweet potato forcing

procedure｡

　This experiment was carried out in the vinyl house in 1970 and in the fieldin 1972｡

　1. The effect of polyethylene film mulch and heavy nitrogen on the red color formation of

tuberous roots in sweet potato grown in the sandy and/or clay loam soil was investigated in 1970. ，･

It was shown that film mulch increased more tuberous root weights than that of no mulch in both

sandy and clay loam but not accelerated the anthocyanin development, and also that the heavy

nitrogen application accelerated the pigment　development in spite of ａ decrease in tuberous root

weight with vigorous vine growth｡

　2. It was clearly suggested that the red color formation was correlated with the polysaccharide

content in tuberous roots under both mulch and no mulch｡

　3. The result in 1972, using.a dwarf strain of Kagoshima variety showed that the red color

formation was promoted in ascending order of black fibrous sheet black polyethylene film, no

mulch and colorless and transparent polyethylene film, corresponding with　starch content in

tuberous roots.

　　4.　After adjusting the soil PH with di】utedsulfuric acid and lime stone respectively, each field

　were divided into three plots, 1) green manure application, 2) application of fresh vines of sweet

　potatoes, and 3) no manure. Vine seedlings were planted on Aug. 28 after black polyethylene

　mulching and were harvested on Nov. 27. The tuberous roots in sweet potatoes grown under

　acidic soil with no manure showed the best coloring, corresponding with high starch accumulation.

　　5. The effect of PH, temperature, and basic chemicals on the red color development using

, the method of “Disks on solutions" was investigated.“Disks on solutions”refers to floating skin

　diSkS（1cm2）ｏｎ solutions of buffer or different chemicals. It was shown that the red color

　development was promoted with PH 6.0 in dark and 20°Ｃon solution of 1 96 glucose, and that

　potassium was more effective in red color development than calcium and magnesium.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言

　高知県においてサツマイモの早堀り栽培が市況の好調に刺戟されて増加傾向にあるが，塊根の着

色程度がひじょうに市場価格に反映するので，農民の注意をひいている。また連作障害ともいわれ

ている塊根表皮にみられる“黒あざ症”の発生が一部農民の心配の種にもなっている（第１図）。

　すでにルチンの葉面散布によって同化機能が高まり，増収になるとともに塊根の着色も良好にな

ることを報告1’した。　従って塊根の着色程度は同化生産物の蓄積状態に影響されることが考えら

れ，この面より検討し，着色は澱粉の蓄積程度と密接に関係し，澱粉の蓄積が高まれば着色が良好

となることが明らかになったので報告する。
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Fig. 1. Sympton of black birthmark disorder

　“Kuroaza-sho" Arrow shows disorder place

　　　　　　　実　験　方　法

　早掘り栽培ではマルチの利用が普通行なわれ

ているので, 1970年にはハウス内で砂土および

埴壌土に黒および白ポリマルチを行なって，ま

た1972年には黒，白ポリの他に黒センイシート

　（水をよくとおす）を利用して露地栽培を行な

い，々ルチ資材と塊根の着色との関係を体内成

分の比較から検討した。収穫は一般に挿苗後90

日前後で行なわれているので，これを基準に行

った。すなわち，第１実験では高系14号５節苗

を４月13日に挿苗し，７月14日に収穫調査した。

挿苗に先立って，畑を多チッソ，少チッソ区に

分け，前者には10a当り6 kg, 後者には3kgを

施し，リンサン，カリは両者に10a当り　12 kg

ずつ施して後マルチを行なった。挿苗後はたび

たびかん水して活着を促すとともに，その後は

毎日かん水を行なって生育を促した。第２実験

では鹿児島産短づるの７節苗を８月19日に挿

し，11月27印こ収穫した。施肥はＣＤＵ（15－

15-15)でチッソを10a当り6kgを元肥として

与え，マルチを行なった。

　また第３実験として生づる，生草を苦土石灰，稀硫酸と組合せて施し，黒あざ症の発生,~着色程

度を調査した。すなわち，酸性区は稀硫酸でPH ５.0にし，アルカリ区は苦土石灰でPH ７.0に調

整した後に生づる，生草を10a当り10 t に相当する量を細断して施し;-うね立てを行い，黒ポリマ

ルチをしてから，８月28日に短づるを挿苗し，11月27日に収穫調査した。　元肥にはＣＤＵ（15－15

-15)でチッソで10a当り6kgを施した。対照区には無堆肥区を設けた。収穫後土壌ＰＨを水抽

出で測定し，第３表のようになっており，酸性，。アルカリ性を維持しえた。

　収穫後着色および分析を行なった。着色は表皮をコルポーラで１平方糎ずつ5～10個とり，１％

塩酸メタノール25 ml で抽出, 530 mμで吸光度を測定し，着色程度を吸光度で示した。分析は収

穫イモを80％アルコーンレに浸砧貯蔵し，常法に従ってチッソ化合物含ｍおよび炭水化物含量を測定

し，新鮮重パーセントで表示した。チッソはセミミクｑケルダール法で，炭水化物はソモギー法に

よった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　なお，塊根の若色と外的環境との関係を調査するために，塊根の表皮切片をコルクポーラで打抜

き，これを培養水に浮べ，24時間培養して着色におよぼす温度, PH,各塩基およびカリ形態につ

いても検討した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀j

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　果

　1.土壌の種類，チッソ施肥ｍおよびマルチの種類と塊根の収量，着色との関係

　第１表にみられるように，つる重，イモ重ともに埴壌土区にくらべて砂土区では劣っているが，

着色は著しく良好であった。

　マルチの影響をみると，白ポリが黒ポリ，無マルチよりつる重，イモ重ともに良好であるが，イ
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　　　　　　　　　　　　サツマイモ塊根の着色に関する研究　　　（加藤●中山）　　　　　　　　　　り1

モの着色程度では無マルチ区が白ポリ，黒ポリマルチ区よりすぐれていた。

　次にチッソの影響では両土壌とも多チッソの方が少チッソよりもイモ重，つる重および着色がま

さっていた。

　塊根の分析結果（第２表）をみると，チッソ含量には各区の間に著しい差異はみとめられない

が，多糖類含量に著しい違いがみられ，着色の良好な区ほど多糖類含量が多い傾向がみられた。多

糖類の大部分は澱粉であるので，澱粉の集積程度と着色程度との間に相関がみられることとなる。

　2｡マルチの種類と塊根の収量，着色との関係

　マルチの種類をかえて露地栽培を行なった結果は第３表のとおりである。

　マルチ区は無マルチ区にくらべ，イモ数，とくに大イモ数多くて多収であるが，マルチ間では黒

ポリマルチ区が白ポリ，黒センイシートよりまさっていた。しかし着色程度は白ポリ，無マルチ，

黒ポリ，黒センイシートの順に劣り，収量との間に相関はみられなかった。

　分析結果をみると，着色程度と多糖類含量との間に相関がみられ，着色良好な区ほど多糖類含量

が多かった。

　３．土壌ＰＨ，有機物施用の影響

　土壌ＰＨおよび有機物の塊根の着色，地肌におよぽす影響をみると，第４表のとおりである。

　酸性区の方がアルカリ区より塩類濃度がやや高い傾向がみられるが，着色程度ば酸性無堆肥区が

最もよく，ついでアルカリ無堆肥区で，有機物を施与した区は酸，アルカリ両区で著しく不良であ

った。この場合にも第３図｡のように着色と澱粉含量との間に相関がみとめられた。

　塊根表面に酸性区で著しいひび割れがみられ，生づる施与区では黒あざ症の発生がみられた（第

２図）。塊根の成分分析をみると，澱粉含量と着色程度の間に相関がみられた（第３図）。

　また塊根を乾燥後灰化法によって体内無機成分を分析してみると，着色程度と無機成分含量との

間に著しい関係はみとめられなかった。

　４．塊根表皮切片による培養結果

　（1）温度の影響

　第４図にみられるように，リンサンバッファ

ーでPH ６.0にした培養水にイモ切片を浮べ，

各温度において培養すると，20°Ｃ付近で着色

が促進されており，それよりも高くなるにつれ

てまた低すぎても着色不良で，この時１％のグ

ルコースを加えて糖分が補給されると着色が促

進されていた。｡

　（2）ＰＨの影響

　第５図にみられるように，リンサンバッファ

ーでＰＨを調節し，20°Ｃで培養してみるとPH

６.0位が良好で，それよりも高くても，低くて

も色素形成には不適のようであった。とくに酸

性側で一層色素形成が抑制されるようであっ

た。またこの場合暗黒の方が明所より色素形成

には良好であった。

　（3）塩基類の影響

’第６図にみられるように，塩化カリ，硫酸苦

土，塩化カルシュウムを供試して着色におよぽ

Fig. 2. Tuberous roots　of sweet potatoes

　grown under acidic soil Upper : Nomanure,

　Middle : Fresh grass, Low : Raw vine Arrow

shows disorder place
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す塩基類の影響をみると，カリの影響が著しく，石灰，苦土の影響はあまりみられなかった。

　さらにカリ塩の種類の影響について検討したが，第７図にみられるように塩加，硫加の影響が著

しく，着色を促進するにはカリ肥料として塩加，硫加が良好のように思われた。
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　　　　　　　　　　考　　　　察

　サツマイモの塊根形成肥大と環境との関係について数多くの研究報告‘2~11)があるが，塊根の着

色についての研究報告は全くみられない。これは早掘り栽培と違って普通栽培では十分着色するの

で，このような問題は発生しないためと思われる。さて，早掘り栽培では土壌通気よく，適当な水

分があって，しかも初期生育が早く行なわれるため春先の地温か上がりやすい土壌がよいとされ，

砂質土が埴土より適することが知られている。しかし第１表にみられるように砂質土では埴壌土よ

り収ｍが少ないが着色は良好である。これは塊根の形成肥大が早いかわりに乾燥しやすいので地上

部の発育も抑制され，その結果として肥大も抑制されて成熟するためと思われる。澱粉の集積は砂

土で多いことからも裏付けられる。

　マルチ栽培が無マルチ栽培より地温，水分保持，肥料の流亡防止の点よりすぐれていることは多

くの研究報告(12･13)でみとめられている。第１，第２実験でもこめ傾向はみとめられる。しかしマ

ルチ栽培では無マルチ栽培｡より収量は多いが着色程度は逆に劣っている。これは第１表における無

マルチ区における多チッソ区と少チッソ区との関係からも･理解されるように，マルチ区では肥料の

流亡なく，土壌水分保持，地温確保の点で無マルチ区よりすぐれているために茎葉の発育盛んで，

イモの成熟がおくれているためと考えられる。事実澱粉の集積が少なく，着色程度も劣る結果が示

されている。

　従って着色程度はイモの成熟程度を示しており，澱粉の集砧程度がイモの成熟程度を示す指標で

あるということができる。

　'第３表の結果も同様で，着色は澱粉の集積程度と関係しているか，jfモ内の無機成分との間には

著しい関係はみとめられなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ-1　　1　以上のように着色は糖の蓄積に伴なって形成される花青素の多少によるもので，多くの植物の地

上部の器官でみられる着色のプロセスと一致しているが，第５図にみられるように光照射は却って

色素形成を阻害する傾向がみられる。

　イモの形成肥大については20～30°Ｃが良好であると報告1o'されているが，着色には20°Ｃが良好

で，色素形成にはイモの形成肥大条件よりやや低い温度が適温で'あるように思われる。また第５図

にみられる土壌ＰＨについては，色素形成には6.0前後が良好で，形成肥大の最適ＰＨが５～７位

の間にあることを考慮して，土壌ＰＨが酸性すぎないように.Ｐｎを矯正することが，イモの形成肥

大および着色にとってよいように思われる。

　またカリ肥料は着色にも良好で，イモ栽培にとって大切な要素loである。

　以上からイモの形成肥大を良好にする土壌，冰分，通気，地温はイモになる根の分裂組織を活発

にして大イモの形成を促すのに対して，乾燥，通気不良，低地温はイモの形成肥大を阻害し，イモ

ヘの澱粉集積を早め，着色を早期より発現せしめることになる。従ってこの両者の調和をはかるこ

とが早掘り栽培の基本になるように思う。

　イモに光があたると，色素含ｍが減少し，着色状態が低下するので，収穫後なるべく太陽光線に

曝さないように配慮することが望ましいように思う。

　黒あざ症の発生についてみると，第３表にみられるように土壌PHが酸性で生づるがすきこまれ

ると発生するようで，生づるを畑に入れるとよくないというている現地の結果とも一致している

が，土壌ＰＨが関係しているように思われる。生づるをすきこんでも十分に苦土石灰を施すときは

あまり問題ないように思われる。

　なおイモの肌があれないようにするには苦土石灰がよく吸収利用されることか必要である。この

点については後に別に報告したいと思う。　　　　　　　　　　　・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要

　サツマ４モの早掘り栽培では着色程度か著しく出荷価格に影響をおよぽすので，着色に関係する

要因について研究した。

　1.ビニールハウス内の砂土および埴壌土を供試し，黒ポリまたは白ポリでマルチするマルチ区

と裸地の無マルチ区に分け，それらに10a当りチッソ3 kg，リンサン12 kg,カリ12 kg の割合で元

肥を施した。なお裸地にチッソ倍量の6kg区をそれぞれに設けた。４月13日に５節の高系14号苗を

挿し，７月i4日に掘取った。

　砂土では埴壌土にくらべ，イモ重は少ないが着色よく，多糖類含量が多かった。マルチの影響を

みると，白ポリマルチ区が最も収量多く，･ついで黒ポリマルチ，無マルチ区の順で減少したが，着

色程度はその逆で，多糖類含ｍもそれに対応していた。チッソの影響をみると，砂土および埴壌土

において多チッソ区は少チッソ区にくらべ，つるの伸長良好で多いがイモ重は逆に少なかった。し

かし着色程度は良好で，多糖類含量も多い傾向がみられた。　　　　　　　・

　2.鹿児島産短づる７節苗を８月19日に挿し，22日にマルチ区と無マルチ区を設け，マルチとし

て白ポリ，黒ポリ，黒センイシートの３種類を施した。 11月27日に収穫し，イモの大きさに従って

大イモ，小イモ，くずイモの３種に分けて調査するとともに着色程度を調査したが，大イモ重は黒

ポリマルチ区が最もよく，ついて白ポリ，黒センイシート，無マルチ区の順に低下していたが着色

は白ポリマルチ区と無マルチ区がよく，黒ポリマルチ区と黒センイシート区は劣った。多糖類含量

も着色程度と相関がみられた。

　3.苦土石灰および稀硫酸によって土壌ＰＨを調節するとともに，両区に生草あるいは生づるを

細断して10 a 10 t程度施してうね立てをした後黒ポリマルチをしてから鹿児島産短づるを８月28日

に挿し，11月27日に収穫した。酸性区ではアルカリ区にくらべて肌荒れがひどく，とくに生づる施

与区では黒あざ症の発生がみられた。着色は酸性無堆肥区で最もよく，澱粉含量も多かったが，そ

の他は着色不良で，澱粉含量が少なかった。

　イモの無機成分と着色との関係を調査したが一定の傾向はみられなかった。

　4.イモの表皮切片をコルクポーラで1 cm^ ずつとって水にうかべて24時間培養し，着色と外的

環境との関係を調査した。着色は20°Ｃ前後で最もよく発現し，糖が補給された場合に一層良好と

なった。　リンサンバッファーによってＰＨを調節し，ＰＨの影響をみると，色素発現にはPH ６.0

がよく，それより酸性になるにつれてアルカリになるよりも著しく抑制された。また光照射が加わ

ると色素形成は著しく抑制されるようである。色素発現にはカリの効果著しく，石灰，苦土の影響

はみられなかった。カリ塩でも塩加，硫加がとくに良好で，炭酸カリ，リンサンカリ，コハク酸カ

リとなるにつれて効果が低下した。
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